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０．計画の目的と位置づけ 

0-1 計画の目的 

（１）背景 

近年、自転車は健康志向や東日本大震災後の節電意識の高まり等を背景に、クリーン

かつエネルギー効率の高い交通手段として認識され、利用ニーズの高まりをみせていま

す。 

一方、交通事故全体に占める自転車関連の事故割合は増加傾向にあり、自転車と歩行

者との事故が問題となっていることから、国土交通省と警察庁は車道部に自転車通行空

間を整備する新たな方針を示し、通行ルールの徹底等を進めるため、『安全で快適な自

転車利用環境創出ガイドライン』［以降、“ガイドライン”という］を平成 24 年 11 

月に策定、公表しています。 
  

名取市は、東部に起伏の少ない平坦な地形が広がり、行政施設、高校・高専、鉄道駅、

事業所、商店街等の主要施設が市中心部付近に集積していることから、自転車利用に適

した環境となっています。しかし、名取市でも、主に市内中心部において年間４０件以

上の自転車事故が発生している状況にあります。 
  

本市の最上位計画である『名取市第五次長期総合計画』では、「環境にやさしい移動

手段への理解促進」、「交通利便性を生かした地域づくりの推進」等を、将来の人口減

少対策の視点から平成 27 年度に策定した『名取市地方創生総合戦略』では「自転車ネ

ットワーク計画を策定し、自転車を生かしたまちづくり」を掲げており、自転車利用環

境の向上を位置づけております。 
  

また、本市では 3.11 の東日本大震災からの復旧・復興に関する震災対策の特別計画

として策定した『名取市震災復興計画』に基づき、現在復興に向けた事業を進めており

ます。被災した閖上地区での復興土地区画整理事業、閖上小中一貫教育校の整備、高柳

地区への復興公営住宅の建設、美田園北地区への防災集団移転などの復興によるまちづ

くりによって、新たな生活圏が生まれています。同じく沿岸部で被災した宮城県農業高

等学校は内陸の高舘地区への移転新築が決定しています。 

あわせて、東日本大震災時に閖上地区で被災した「名取市サイクルスポーツセンター」

の再整備、県道仙台亘理自転車道の復旧が見込まれており、自転車に親しむ環境の復活

を目指しております。 

 

このように、全国的に自転車利用のあり方が見直されている中、本市は自転車利用に

恵まれたポテンシャルを有するまちであり、また震災からの復興事業の進展により新た

なまちづくりが進み、自転車利用に関する環境も大きく変わろうとしている状況にある

といえます。 
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（２）目的 

以上のような背景を受けて、本計画は、名取市における自転車利用者の安全性・快適

性の確保、さらには今後の名取市のまちづくり推進に寄与することを目的に『名取市自

転車利用環境整備計画』を策定するものです。  
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0-2 計画の位置づけ 

名取市では、最上位計画である「名取市第五次長期総合計画 2011-2020」、東日

本大震災からの復旧・復興に関する震災対策の特別計画として策定した「名取市震災復

興計画」、将来の人口減少に歯止めをかけ、将来にわたって活力ある地域社会を維持し

ていくために必要な取り組みを集中的かつ総合的に進めていくための「名取市地方創生

総合戦略」を策定しています。 

本計画は、これらの上位計画に基づき、国・県・警察・関係機関等と連携しながら、

安全で快適な自転車利用環境の創出に向けた施策を推進するため位置づけるものです。 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 名取市自転車利用環境整備計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

0-3 計画期間 

本計画の目標年次は、概ね 10 年後の『平成 38 （2026）年度』とします。 

 

計画期間：平成29（2017）年度～平成 38（2026）年度 

 

 

 

  

 

  

名取市第五次長期総合計画 

名取市震災 
復興計画   

名取市地方創生 
総合戦略 

  名取市自転車利用環境整備計画 
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１．自転車利用環境の現状 

1-1 自転車利用ニーズの状況 

（１）我が国における自転車利用の動向 

日本における自転車保有台数は増加傾向にあり、平成 25 年時点では約 7,200 万台

と、自動車保有台数と同程度になっています。 

また、自転車を日常的に利用する理由として、健康向上、コスト削減、ストレス解消、

環境負荷軽減等が挙げられており、自転車利用に対するニーズは多様化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 自転車保有台数の推移 

資料：自転車交通（平成 27 年 3 月 国土交通省） 

図 自転車を日常的に利用する理由 

資料：自転車交通（平成 27 年 3月 国土交通省） 

71%

42%

41%

40%

39%

21%

20%

19%

17%

10%

9%

5%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

所要時間が短いまたは一番早く目的地に行ける

運動不足解消になり健康によい

交通費・ガソリン代が節約できるから

移動中の立ち寄り等に便利

目的地が自転車で行きやすい

自転車に乗るのが好き

クルマを持っていない

移動経路が自転車で走りやすい

気分転換・ストレス解消になる

災害等で公共交通が止まっても移動できる

エコ活動に取り組みたいから

目的地から帰る際、天気が悪いとき代わりの交通手段が確保されている

その他

全国27都市居住者を対象に実施し

たWebアンケート調査

回答者：1,945人（複数回答可）
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（２）名取市における自転車利用者ニーズ等 

本計画の策定にあたり、自転車利用者の利用実態・ニーズを把握するためにアンケー

ト調査およびヒアリング調査を実施しています。 

名取市の主要施設における自転車利用者の利用頻度は、約 7 割が毎日利用しており、

利用理由では「健康に良い」・「環境にやさしい」といった理由も存在し、自転車を単

なる移動手段として捉えていないこともうかがえます。 

自転車利用者からは「安全で走りやすい自転車走行空間の確保」、「自転車のルー

ル・マナーの周知」、「自転車を駐輪する場所の確保」、「修理等が可能なサイクルス

テーション」「駅、空港等でのレンタサイクル拡充」を求める声が多く、閖上地区住民

からは「自転車、徒歩で駅に行くのは歩道もなく怖い」等の声も聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.7%

6.3%

38.8%

19.0%

27.5%

38.7%

2.5%

0.0%

0% 20% 40% 60%

駅、空港等の拠点でのレンタサイクル拡充

サイクリング大会等のサイクルイベントの実施

修理、充電、休憩等が可能なサイクルステーションの確保

自転車走りやすさマップ、観光サイクルマップ等のマップ作成

自転車購入補助制度の導入

公共施設・商業施設などにおける駐輪場の整備・拡充

その他

不明・無回答
n=1071

71.5%

42.6%

34.7%

12.1%

1.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

安全で走りやすい自転車走行空間の確保

自転車のルール・マナーの周知

自転車を駐輪する場所の確保

鉄道、バス等の公共交通との連携

その他

不明・無回答 n=1071

59.5%

43.5%

31.8%

15.7%

19.4%

5.2%

5.5%

10.2%

9.5%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

目的地までの所要時間が短いから

費用があまりかからない

途中で自由に立ち寄りできるから

他の交通機関を利用できないから

体力づくり、健康に良いから

環境にやさしい乗り物だから

子ども・友人も自転車を利用するから

自転車に乗ること自体が好きだから

その他

不明・無回答

n=402

毎日

67.2%

週２～3日

25.6%

週1日

3.7%

２週間に1日

1.5%

月1日

0.7%

月1日より

少ない

0.2% 不明・無回答

1.0%

n=402

89.4%

91.3%

86.1%

94.0%

83.3%

5.8%

4.0%

8.8%

1.3%

12.1%

4.8%

4.6%

5.1%

4.6%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）自転車は、車道が原則、歩道は例外

（２）車道は左側を通行

（３）歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

（４）安全ルールを守る

（５）子どもはヘルメットを着用

知っている 知らない 不明・無回答

N=669

N=669

N=669

N=669

N=669

図 自転車を利用する理由 【施設利用者】 図 自転車の利用頻度【施設利用者】 

図 安全で快適な自転車利用環境づくりを進めていく上で重要な視点 

図 自転車利用の促進を進めていく上で有効な視点 
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（３）名取市における自転車関連施策（自転車利用ニーズへの対応状況） 

名取市内の自転車通行空間の整備状況は、自転車道、自転車通行帯等は未整備であり、

今後は閖上地区復興土地区画整理事業地内において整備計画を位置付けているのみであ

り、局所的な対応となっています。 

また、市内の各鉄道駅には自転車等駐車場を整備しており、自転車等駐車場の規模は、

名取駅が最大規模で 1,000台以上収容可能となっています。 

また、名取駅コミュニティプラザでは、レンタサイクルの貸出を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杜せきのした駅自転車等駐車場
料金：無料
収容可能台数：157台

美田園駅自転車等駐車場
料金：無料
収容可能台数：162台

仙台空港駅自転車等駐車場
料金：無料
収容可能台数：50台

名取駅西口自転車等駐車場
料金：有料
＜収容可能台数＞
自転車：1,144台
バイク：34台

館腰駅西口自転車等駐車場
料金：有料
＜収容可能台数＞
自転車：221台
バイク：57台

館腰駅東口自転車等駐車場
料金：有料
＜収容可能台数＞
自転車：58台
バイク：36台

県道塩釜亘理線（閖上地区）

県道閖上港線（閖上地区）

都市計画決定幅員 W=21m

県道閖上港線（閖上東地区）

都市計画決定幅員W=15m

県道塩釜亘理線（区域外）

都市計画決定幅員 W=15m

閖上小塚原線

閖上南北線

歩道・自転車道 両側・片側 幅員
歩道＋自転車道 両側 3.5＋2.0
歩道＋自転車通行帯 両側 3.5＋2.0
自転車歩行者道 両側 3.5
自転車歩行者道 片側 3.5
歩道 片側 2.5
歩道 両側 調整中
緑道（全幅15m） 基本計画策定中

閖上地区歩道・自転車道等整備予定図

図 閖上地区歩道・自転車道等整備予定図 

図 名取市の自転車等駐車場整備状況 

資料：名取市 

資料：名取市 
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1-2 自転車利用者の安全確保に関する状況 

（１）我が国の自転車事故発生及びルール認知状況 

自転車関連の事故件数は、全交通事故件数とともに約３割減少しており、全交通事故

件数に占める自転車関連事故の割合は、約２割で推移しています。 

しかしながら、自転車関連事故の内訳を当事者別に見ると、全事故件数および自転車

関連事故が減少する中、「自転車」対「歩行者」の事故は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車利用のルール認知度と遵守度について調査したアンケート結果をみると、ルー

ルの認知度は概ね９割前後と高いが、「歩道を通行できる場合の要件」の認知度は約６

割と低いうえ、「ルールを知っていても守らない」人が約６割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 自転車事故の発生状況推移 

資料：自転車交通（平成 27 年 3月 国土交通省） 

図 自転車利用ルールの認知度と遵守度 

※全国の運転免許試験場の来場者 1297 人を対象としたアンケート 

資料：自転車交通（平成 27 年 3 月 国土交通省） 

図 自転車対歩行者事故の発生件数 

92%

93%

60%

86%

92%

91%

88%

99%

97%

85%

94%

7%

5%

38%

14%

6%

7%

10%

1%

3%

14%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①車道通行が原則、歩道通行は例外

②車道の左側通行

③歩道を通行できる場合の要件

④歩道は歩行者優先、車道よりを徐行

⑤「歩行者・自転車専用」信号機の遵守

⑥自転車横断帯の通行義務

⑦一時停止の義務

⑧夜間のライト点灯義務

⑨飲酒運転の禁止

⑩2人乗りの原則禁止

⑪携帯電話の使用や傘さし運転の禁止

ルールを知っている ルールを知らなかった 無回答

32%

60%

44%

55%

88%

67%

60%

87%

86%

85%

61%

50%

33%

43%

37%

11%

28%

31%

10%

11%

12%

30%

18%

7%

13%

9%

2%

5%

9%

3%

3%

3%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

ルールを知っており、守っている

ルールを知っているが、守らないこともある

ルールを知っているが、あまり守らない

※左図「ルールを知っている」人のうち、

自転車に乗っている人を集計
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（２）名取市における自転車事故発生状況 

名取市内における平成 27 年の自転車事故発生件数は 43 件であり、県内自治体で 4

番目に多い件数となっています。 

平成 27 年の名取市内における自転車事故発生位置をみると、名取駅周辺エリアを中

心とした名取市東部エリア（平野部）で多くみられます。 

なお、宮城県警察資料によると、宮城県内の自転車事故件数は横ばいとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年間
事故件数
順位

市町名
H27自転車

年間事故件数
（件/年）

H27
人口
（人）

人口1万人
当たりの

自転車事故件数
（件／万人）

1 仙台市 514 1,082,185 4.75

2 石巻市 62 147,236 4.21

3 大崎市 49 133,430 3.67

4 名取市 43 76,719 5.60

5 多賀城市 41 62,128 6.60

6 岩沼市 26 44,704 5.82

6 登米市 26 81,989 3.17

図 名取市内の自転車交通事故発生箇所（平成 27年） 

資料：岩沼警察署 

表 宮城県内の自転車交通事故発生状況 

資料：岩沼警察署 

凡例

自転車交通事故発生箇所
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（３）自転車関連施策の動向 

自転車が車両であることの認識を高め、歩行者の安全を確保することを目的として、

平成 20 年６月に道路交通法が改正され、自転車が歩道を通行することができる要件が

明確化されました。 

また、平成 27 年６月に更なる道路交通法の改正が行われ、危険なルール違反を繰り

返す自転車利用者に対して「自転車運転講習」の受講が義務づけられました。 

このほか、平成 24 年 11 月に、国土交通省及び警察庁からガイドラインが示され、

道路管理者や都道府県警察による自転車通行空間の整備、通行ルールの徹底等に向けた

計画の策定が推進されています。 

なお、ガイドラインは、平成 28 年 7 月に自治体における自転車ネットワーク計画策

定や自転車通行空間の整備が進まない等の課題を踏まえた改訂版が新たに公表されてい

ます。 

表 自転車関連施策の動き 

年次 施策 概要 

平成 20 年 

6 月 
道路交通法改正 

・自転車の車道通行の原則を維持しつつ、歩道
通行できる要件を明確化 

・子どものヘルメット着用努力義務の導入 

平成 23 年 

10 月 

良好な自転車交通秩序の実現のため
の総合対策の推進について（警察
庁） 

・通行環境の確立 
・ルール周知と安全教育の推進 
・指導取締りの強化 

平成 24 年 

11 月 

安全で快適な自転車利用環境創出ガ
イドライン（国土交通省道路局及び
警察庁交通局） 

・自転車通行空間の計画、設計 
・利用ルールの徹底 
・自転車利用の総合的な取組 

平成 24 年 

11 月 

自転車等駐車場の整備のあり方に関
するガイドライン（国土交通省都市
局） 

・自転車等駐車場整備のための調査方法や方策 

平成 24 年 

12 月 

自転車の交通ルールの徹底方策に関
する提言（自転車の交通ルールの徹
底方策に関する懇談会） 

・対象者に応じた体系的な自転車安全教育の在
り方 

・自転車の交通ルールの徹底のための指導取締
りの在り方 

平成 27 年 

6 月 
道路交通法改正 

・危険なルール違反を繰り返す自転車の利用者
に「自転車運転者講習」を義務づけ 

・交通の危険を生じさせる違反とは、たとえば
「信号無視」「一時不停止」「遮断踏切立ち
入り」「酒酔い運転」などの 14 項目の違反 

平成 28 年 

3 月 

「自転車ネットワーク計画策定の早
期進展」と「安全な自転車通行空間
の早期確保」に向けた提言（安全で
快適な自転車利用環境創出の促進に
関する検討委員会） 

・自転車ネットワーク計画策定を促進するため
の方策、道路や交通状況に応じた自転車通行
空間整備を促進するための方策について検討 

・現行ガイドラインの「Ⅰ．自転車通行空間の
計画」及び「Ⅱ．自転車通行空間の設計」に
おいて見直すべき事項等について提言 

平成 28 年 

7 月 

安全で快適な自転車利用環境創出ガ
イドライン（国土交通省道路局及び
警察庁交通局） 

・平成 28 年 3 月に『「自転車ネットワーク計
画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空
間の早期確保」に向けた提言』を踏まえたガ
イドラインの改訂版 
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1-3 自転車利用に適した名取市の状況 

（１）名取市の地勢等 

名取市は、市中心部から東部～沿岸地域のエリアは高低差の少ない平野部に位置し、

年間降雪量が少なく宮城県内でも比較的温暖です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56 

562 

305 
331 

229 

121 

0

100

200

300

400

500

600

仙台 青森 秋田 山形 盛岡 福島

年間降雪量

（ｃｍ）
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図 東北地方の年間平均気温比較 図 東北地方の年間降雪量比較 
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（２）名取市の人口及び主要施設の分布等 

名取市総人口は、平成 27年時点で約 7.6 万人と増加傾向を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口の分布をみると丘陵部の住宅団地、名取駅をはじめとした鉄道駅周辺に集積して

います。 

また、市役所等の公共施設、高等学校、大型小売店舗は名取駅周辺部から東側に多く

立地しています。 
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資料：国勢調査 

図 名取市の人口分布および施設位置 

図 名取市及び宮城県の人口推移 図 名取市の年齢構成 
資料：国勢調査 

18.6% 17.5% 16.1% 15.3% 15.7%

69.1% 67.9% 66.6% 65.6% 63.5%

12.3% 14.6% 17.3% 19.1% 20.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H7 H12 H17 H22 H27

老年人口 生産年齢人口 年少人口



 

13 

（３）名取市の交通特性 

名取市内の道路網は、南北方向に国道 4 号仙台バイパス、県道 10 号塩釜亘理線、東

西方向には県道 129 号閖上港線等の幹線道路が整備され、幹線道路を補完する形で市

道が整備されています。 

自動車交通量は、南北軸の国道 4 号、東西軸の県道 129 号閖上港線等で多く、宮城

県の主要渋滞箇所も存在します。また、幹線道路では大型車混入率も高い状況です。 

また、自転車交通量に着目すると、南北軸の国道 4 号、県道 258 号仙台館腰線、東

西軸の県道 129 号閖上港線等で比較的多く、市中心部エリアから東部方面で多い傾向

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道は、ＪＲ東北本線が南北方向

に、仙台空港アクセス線が東西方向

に整備され、鉄道利用者は東日本大

震災前の需要を上回る増加傾向を示

しています。 

なお、路線バスはコミュニティバ

ス「なとりん号」が市内全域を網羅

する形で運行しており、名取駅を中

心とした放射状の路線を構成してい

ます。  
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資料：JR 東日本 HP、仙台空港鉄道株式会社 HP 

資料：道路交通センサス 

図 幹線道路における自転車・歩行者交通量および主要渋滞箇所・区間 
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（４）名取市の上位計画における自転車との関連 

名取市第五次長期総合計画の目指す将来像は「元気創造 これからも名取」であり、自

転車利用環境整備計画に関連した基本計画として「安全・安心・快適な都市の創造」を

掲げています。主要施策「環境にやさしい移動手段への理解促進」のなかで「自転車の

利用促進を啓発するとともに、安全に自転車を利用できる環境整備を推進」「パークア

ンドライド、サイクルアンドライドなど、環境にやさしい移動形態の普及啓発」を位置

づけています。 

名取市地方創生総合戦略では、具体的な施策として「『自転車ネットワーク計画』を

策定し、名取駅や美田園駅を中心に、自転車が安全・快適に走行できる空間づくりを行

うなど、自転車を生かしたまちづくりを進めます。」と掲げています。 

また、名取市震災復興計画では、「名取らしい風景や自然環境が再生され、仙台空港

と閖上地区がネットワークでつながり、観光・交流が活発になっている」を復興イメー

ジとしており、沿岸部土地利用イメージではサイクリングロードも示しています。 

このように、各上位計画の推進に本計画が寄与することが期待できます。 

 

 

計画名称 計画期間 本計画との関連 

名取市第五次 

長期総合計画 

2011-2020 

平成 23 年度

～ 

平成 32 年度 

・ 平成 22 年 11 月に策定された名取市第五次長期総合計画におい

ては、名取市の地域特性や魅力を生かしながら、発展への主要課

題などに取り組み、目指す将来像「元気創造 これからも名取」の

具現化を目指していくこととしている。 

・ 自転車利用環境整備計画に関連した基本計画では、「安全・安

心・快適な都市の創造」で自転車関連施策を位置づけている。 

名取市 

地方創生 

総合戦略 

平成 27 年度

～ 

平成 31 年度 

・ 名取市地方創生総合戦略は、将来の人口減少に歯止めをかけ、将

来にわたって活力ある地域社会を意地していくために必要な取り

組みを集中的かつ総合的に進めていくために策定している。 

・ 「基本目標③：名取を誇りに思い、いつまでも住み続けたいと選

択されるまちづくり」中の「地域資源を生かした観光振興」で

は、「自転車が安全・快適に走行できる空間作り」を位置づけて

いる。 

名取市 

震災復興計画 

平成 23 年度

～ 

平成 31 年度 

・ 名取市震災復興計画は、東北地方太平洋沖地震により大きな被害

を受けた市民生活の早期再建、地域の社会的機能や社会経済活動

の迅速な復旧と、名取市の魅力回復と拡大など、市民とともに計

画的復興に取り組むための指針として策定している。 

・ 「目標③多様な世代が未来を感じて、安心して暮らせるまち」で

は、「海・川・運河・県内随一の集客を誇るゆりあげ港朝市、自

転車を生かしたまちづくりなど、選択されるまちとして移住が加

速している」を復興のイメージとしており、自転車利用環境整備

計画との関連を位置づけている。 

表 上位計画と本計画の関連 
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1-4 名取市における復興への取り組み 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災により、沿岸部の閖上地区、下増田地

区には大津波が押し寄せ、本市は甚大な被害を受けました。 

現在、震災からの復旧・復興を本市の最優先課題として、各種復興事業に取り組んで

おります。 

閖上地区では、被災市街地復興土地区画整理事業を進めており、復興公営住宅への入

居が始まりました。県道閖上港線沿線の高柳地区でも復興公営住宅の整備を進めていま

す。平成30年４月には、小中一貫教育校「閖上小中学校」の開校を予定しています。 

また、下増田地区からの防災集団移転先である美田園北地区ではまちびらきが完了し、

同じく下増田地区で被災した宮城県農業高等学校は、高舘地区に移転することが決定し

ています。 

市中心部では被災した図書館、増田公民館、生活利便施設等を複合施設として集約・

再建し、名取駅前地区のにぎわいと活力を取り戻すべく、再開発事業を進めております。 

かつて名取市を代表するレジャー施設であった「名取市サイクルスポーツセンター」

も再建に向けて動き出しており、沿岸部に伸びる県道仙台亘理自転車道も復旧を予定し

ています。 

新たな住まい、新たな学びの場の再建など、復興事業の進捗とともに生活圏の変化が

生じ、自転車利用の状況も変化しつつあります。 

 

 

計画名称 計画概要 

名取市 

復興整備計画 

・ 名取市復興整備計画は、閖上地区における復興土地区画整理事業、沿

岸地区から美田園駅周辺への集団移転【事業完了】、県道 129 号閖上

港線沿線等での災害公営住宅の整備等を示している。 

・ また、宮城県農業高等高校の高舘地区への移転も示している。 

 

自転車走行空間ネットワーク 

自転車ステーション 

表 復興関連のまちづくり計画（その１） 
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計画名称 計画概要 

名取駅前地区 

市街地再開発 

事業 

・ 復興交付金を活用し名取駅前地区第一種市街地再開発事業を推進。再開

発施行区域は、JR 名取駅の東側、増田四丁目地内の一部区域である。 

・ 当事業を通じて、東日本大震

災により被災した図書館、増

田公民館や生活利便施設等を

複合施設として集約・再建す

ることで、名取駅前地区のに

ぎわいと活力を取り戻したい

と考えている。 

 

 

 

名取市サイクル 

スポーツセンター 

基本計画 

（平成 27 年 3 月） 

・ 沿岸地域活性化振興ビジョンにおける整備施設のひとつに挙げられてい

るサイクルスポーツセンターを観光集客の核となる施設とするため、効

率的な運営と顧客満足度の両立を図るために策定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 復興関連のまちづくり計画（その２） 

 

自転車走行空間ネットワーク 

自転車ステーション 
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２．名取市における自転車利用環境の課題 

全国的な自転車に関する動向や名取市の現状を踏まえた、名取市における自転車利用

環境の課題は、以下の４つの視点となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇全国的に歩行者自転車事故は増加傾向にあり、名取市でも年間 40件以上の自

転車事故が名取駅周辺付近を中心に発生しています。 

◇また、自転車利用のルールの認知度と遵守度についても全国的に低く、自転車利用

者自身のルール遵守・マナー向上も求められます。 

◇温暖、降雨降雪も少なく、市東部は高低差が少ない地形であり、主要施設は東部エ

リアに集積するなど自転車を利用しやすい環境であるが、安全かつ快適に自転車を通

行できる道路整備が不十分な状況です。 

 

◇人口や鉄道利用者なども増加傾向にあり、今後も自転車利用者増加の可能性があ

ります。 

◇復興事業が進展し、主に沿岸部では新たなまちづくりの整備を進めており、閖上地区

の復興土地区画整理事業地内の道路では、一部自転車道・自転車通行帯の整備

が予定されるなど、新たな生活圏に対応した自転車利用環境の整備が求められてい

ます。 

◇被災により内陸に移転した宮城県農業高等学校への通学の支援が必要です。  

 

◇サイクルスポーツセンターや県道仙台亘理自転車道の復旧により、自転車をレジャーと

して利用する機会の創出と、仙台空港・貞山運河などの観光拠点を手軽に回遊でき

る手段として期待できます。 

【課題２】 自転車利用者の安全確保・マナー向上 

【課題３】 自転車利用増加の可能性への対応 

【課題４】 復興に向けた新たなまちづくりの支援 

◇名取市における自転車道、自転車専用通行帯は未整備な状況であり、自転車利用

者からは自転車走行空間の整備を求める声が多い状況です。 

【課題１】 利用者ニーズに対応した快適・安全な自転車走行環境の確保 
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３．名取市自転車利用環境整備計画の基本方針 

3-1 本計画の基本方針 

本市の現状と課題から、自転車利用者の安全性・快適性の確保、さらには今後のまち

づくりに寄与することを目的に、本計画の基本理念・基本方針を次のとおり設定します。 

 

（１）本計画の基本理念 

本市は、東日本大震災からの復興を最重要課題として、多くの震災復興事業に取り組

んでいます。 

沿岸部では、被災市街地復興土地区画整理事業や防災集団移転先の整備が進展してい

ます。復興公営住宅への入居も開始し、新たな暮らしが始まろうとしています。また、

下増田地区で被災した宮城県農業高等学校は市内陸部に移転新築が決まり、新たな学び

の場が出来つつあります。 

 

本計画では、震災からの復興事業によって誕生する「新たなまち」から市中心部へ、

また「新たなまち」から既存のまちへと、安全かつ快適に自転車を利用して繋ぐことが

できる、そんな自転車が行き交う名取のまちを、もう一つの意味で「新たなまち」とし

て作り上げて行きたい、という想いから、基本理念を「自転車が安全・快適に繋ぐ『新

たな名取のまち』」と掲げ、実現を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本理念】 

自転車が安全・快適に繋ぐ「新たな名取のまち」  
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（２）本計画の基本方針 

本市における自転車利用環境の課題を踏まえつつ、基本理念の実現に向けた本計画の

基本方針を以下の通りとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇通勤、通学等における自転車の主要経路（鉄道駅・学

校等へのアクセス経路）、自転車需要が集中する市内中

心部エリアにおける自転車利用者、歩行者の安全性確保

を目指します。 

◇自転車利用者のマナー向上、自転車安全利用五則等の

ルール周知・遵守を啓発する取り組みを推進します。 

【基本方針１】 

ルール・マナー周知による意識の向上 

【基本方針２】 

新たなまち・新たな暮らしに対応した     
安全・快適な自転車空間の確保 

復興に向けた 
新たなまちづくりの
支援  

課題４ 

利用者ニーズに
対応した快適・
安全な自転車  
走行環境の 

確保  

自転車利用者の
安全確保・マナー
向上  

課題１ 

自転車利用  
増加の可能性  
への対応  

課題３ 

◇東日本大震災からの復興事業による新たなまちでの、日

常生活における自転車を利用した通勤・通学、買い物、

公共交通利用等の移動時の快適性・利便性向上を目

指します。 

◇復興に向けた閖上地区におけるまちづくり、防災集団移

転、復興公営住宅整備による新たな生活圏、宮城県農

業高等学校移転等に対応した安全で快適な自転車利

用環境の確保を目指します。 

◇地球温暖化対策への寄与も期待される自動車利用から

自転車利用の転換を推進します。 

◇市民の方々が移動手段として自転車を選択しやすくなるよ

う、自転車の日常的なメンテナンス機能や自転車利用者

の休憩機能等を備えたサイクルステーション等の設置を目

指します。 

【基本方針３】 

自転車利用の促進 

課題２ 
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3-2 名取市自転車利用環境整備の方向軸 

本市における自転車利用の現状・本計画の基本方針等を踏まえた、名取市に求められ

る自転車利用環境整備の方向軸は以下のとおりです。 

市内中心部の自転車需要に対応した『市内中心部軸』と東日本大震災からの復興を目

指した新たなまちと主要施設間を結ぶ『拠点間軸』で構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇沿岸部の復興事業の中心である閖上地区、防災集団移転先の美田園

北地区、復興公営住宅を建設する高柳地区等は、新たな生活拠点として

の整備を進めています。 

◇宮城県農業高等高校は高舘吉田地区に移転が決定し、新たな学びの場

となる新校舎までの移動支援が必要です。 

◇名取市震災復興計画では、仙台空港を拠点とした観光活性化等を示し

ています。サイクルスポーツセンターの再建、沿岸部を結ぶ県道仙台亘理自

転車道を活用した自転車利用環境を整備することで、地域の活性化・交流

人口増加に繋がることが期待できます。 

【拠点間軸:②③④】 

復興に向けた新たな

まちづくり、沿岸部の

交流促進への対応 

◇市内中心部には、市役所等の公共施設、高校、大型小売店舗、鉄道駅

等が集積し、その結果自転車需要が集中しやすいエリアとなっています。 

◇幅員等により自転車専用の走行空間確保が困難な路線については、事故

防止のための注意喚起、ルール遵守の啓発などの安全対策が必要です。 

【市内中心部軸:①】 

市内中心部の自転

車需要への対応 
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閖上地区
土地区画整理事業

（自転車道等も整備）

宮城県農業高校
移転先

災害公営住宅整備

美田園北地区
（集団移転先）

仙台空港や貞山運河を
活かした新たな産業・観
光業などの展開

名取市サイクル
スポーツセンタ－
整備

名取駅前複合施設整備

図 名取市自転車利用環境整備の方向軸 

① 

③ 
② 

④ 

凡例

公共施設

商業施設

高等学校・大学

自転車関連施設

復興関連拠点

自転車利用
環境整備の
方向軸
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4．名取市自転車利用環境整備計画の基本計画 

4-1 自転車ネットワーク路線の選定 

基本方針で示した自転車ネットワーク軸と、国の示すガイドラインに留意し、自転車

ネットワーク路線を選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【自 転 車 ネットワーク路 線 選 定 の考 え方 】  

◇市域を網羅する自転車ネットワークを早期に完成することが望ましいですが、昨今の厳しい財

政状況においては困難な状況です。そのため、限られたコスト・期間の中で効果的・効率的な

計画推進に繋げるため、優先度の高いものから取り組むことが必要です。 

◇名取市における最重要課題は、「東日本大震災からの復興」です。復興事業による新たな

まちづくり、それに伴う生活圏の変化に対応した自転車利用環境の整備が喫緊の課題となっ

ています。 

◇閖上地区や防災集団移転先では、新たなまちが形成されるとともに、宮城県農業高等高

校が市中心部の西側に移転するなど、復興推進に伴う新たな自転車需要の発生も見込ま

れています。新しいまちに住みはじめる人々や通学する生徒が、安心して主要施設や学校へ

アクセスできるよう環境整備が必要です。 

以上の考え方から 

東日本大震災からの復興推進に資する路線を自転車ネットワーク

路線として選定し、重点的に整備を進めます 



 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 路線名 選定理由 

① 一般県道 閖上港線 

・閖上地区と市内中心部を結ぶ唯一の幹線道路。沿線には復興公営住

宅を整備しており、新たなまちの暮らしを支えるために必要な路線です。 

・また、閖上地区内では「自転車通行帯」の整備を予定しており、自転車通

行空間の連続性確保も考慮しました。 

② 一般県道 仙台亘理自転車道 
・仙台空港と閖上地区を結ぶ自転車道であり、沿岸地区の復興における中

心となる路線です。 

③ 主要地方道 塩釜亘理線 

・閖上地区と商業施設、鉄道駅が立地する美田園地区、杜せきのした地

区を結ぶ新たなまちの暮らしを支えるために必要な路線です。 

・また、閖上地区内では「自転車道」の整備を予定しており、自転車通行空

間の連続性確保も考慮しました。 

④ 一般県道 杉ヶ袋増田線 
市道 大手町大通り線 

・沿線には美田園地区の集団移転先、さらには、鉄道駅、市役所、大規模

商業施設などの主要施設が立地し、市内各所の新たなまちの暮らしを支

えるために必要な路線です。 

⑤ 一般県道 仙台館腰線 
・宮城県農業高等学校の移転先と名取駅を結ぶ幹線道路であり、自転車

通学生等の安全性確保のために必要な路線です。 

⑥ 市道 川上田高線 
・宮城県農業高等高校の移転先と名取駅を結ぶ幹線道路であり、自転車

通学生等の安全性確保のために必要な路線です。 

⑦ 市道 名取駅西線 
・宮城県農業高等高校の移転先と名取駅を結ぶ幹線道路であり、自転車

通学生等の安全性確保のために必要な路線です。 

⑧ 一般県道 名取停車場線 
・沿線には図書館等が入居する複合施設の整備を予定しており、閖上地

区と名取駅を結ぶ補完路線として必要な路線です。 

市道 川上田高線 

市道 大手町大通り線 

一般県道 名取停車場線 

市道 名取駅西線 

図 名取市自転車利用環境整備基本計画における自転車ネットワーク 

表 自転車ネットワーク路線別選定理由 

① 

② 

③ 

④ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

凡例

自転車ネットワーク
整備路線

公共施設

商業施設

高等学校・大学

自転車関連施設
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4-2 自転車ネットワーク整備形態の選定 

自転車ネットワーク路線を対象に、ガイドライン・道路状況等を踏まえつつ、整備手

法の設定を行いました。 

なお、設定した整備形態は、整備前の関係者協議、今後のまちづくりや利用者ニーズ

の変化等を踏まえ、見直しを行う可能性があります。 

  



 

25 

（１）整備形態選定の考え方 

①基本的な考え方 

自転車ネットワークの整備形態の選定にあたっては、ガイドラインに示されている

「原則として自転車は車道の左側通行」を基本とした「自転車道・自転車専用通行帯・

自転車と自動車を混在通行とする道路（車道混在）［以降、“車道混在”という］」の

３種類の整備形態を検討することが望ましいと考えます。 

ただし、上記に示した自転車走行専用の空間を新たに確保するためには、多額の費用

と長い期間が必要となることが想定されます。 

一方、「自転車ネットワーク路線選定の考え方」に示したように、東日本大震災から

の復興に資する本計画には、迅速な計画推進が求められている状況です。 

このような状況を踏まえ、既存の道路空間を有効活用しつつ、自転車利用者の安全性

を早期に確保することが重要と考え、各路線における整備形態の検討では、以下に示し

た基本的な流れに沿って行います。 

なお、各路線の整備着手前には、道路管理者・交通管理者など関係者と協議し、安全

性向上のため注意喚起等の施策をあわせて実施することについても検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

STEP②：広幅員の自転車歩行者道を有する路線は、比較的早期整備が可能
な「自転車走行位置の明示」による自転車利用者の早期安全確保 

STEP①：「原則として自転車は車道の左側通行」を基本とした「自転車道・自
転車専用通行帯・車道混在」の整備形態を検討 

STEP③：ＳＴＥＰ①及び②による対応が困難な路線は「ソフト対策」を検討 

・自転車ネットワーク路線の中で「自転車通行可」である広幅員の自転車歩行者道を有する

路線は、ＳＴＥＰ①で選定した整備形態より早期整備の可能性が高い「自転車走行位置

の明示」の整備により自転車利用者・歩行者の安全性、快適性の早期確保を目指します。 

・ただし、「原則として自転車は車道の左側通行」であるため、将来的に自転車需要の増加等

が認められる場合は、歩行者と自転車を構造的に分離した整備等を検討します。 

・ガイドラインに示されている「原則として自転車は車道の左側通行」から「自転車道・自転車

専用通行帯・車道混在」の整備形態を基本に検討します。 

・ただし、早期整備を目指し、既存の道路空間内での整備実現性にも着目しつつ検討を行い

ます。 

・ＳＴＥＰ①、②による対応が困難な路線については、法定外看板の設置、マナー啓発運動

等によるソフト対策の実施を検討します。 

・ただし、ＳＴＥＰ①・②に該当する路線についても、「ソフト対策」が必要な路線は適宜検討

を行います。 

図 整備形態選定の基本的な考え方 

自

転

車

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

路
線 
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②検討ＳＴＥＰの概要 

基本的な考え方に示した各路線の整備形態の選定における検討ＳＴＥＰの概要は、以

下に示すとおりです。 

 

 
 

・自転車ネットワーク路線の整備形態の選定にあたっては、ガイドラインに示されて

いる「原則として自転車は車道の左側通行」を基本とした「自転車道・自転車専用

通行帯・車道混在」の３種類の整備形態の中から、各路線で必要とされる整備形態

を選定します。 

・上記の３種類の整備形態の中で、構造的に歩行者や自動車と分離される「自転車道」

を全路線で採用することが望ましいと考えますが、自転車専用の空間を新たに確保

するためには多額の費用と長い期間が必要となることから、早期に整備路線の連続

性を確保することができるよう、既存の道路空間内での対応可能性にも着目しつつ

整備形態を選定します。 

 Ａ Ｂ Ｃ 

自動車の速度が高い道路 Ａ・Ｃ以外の道路 
自動車の速度が低く、自動
車交通量が少ない道路 

自転車と自動車の分離 構造的な分離 視覚的な分離 混在 

目安 速度が50km/h 超 A・C以外の道路 
速度が40km/h 以下、 
かつ自動車交通量が

4,000 台以下 

整備形態 自転車道 自転車専用通行帯 
車道混在（自転車と自動

車を車道で混在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成 28 年 7月） 

図 交通状況を踏まえた整備形態選定の考え方 

図 整備形態のイメージ 

STEP①：「原則として自転車は車道の左側通行」を基本とした「自転車道・自転車
専用通行帯・車道混在」の整備形態を検討 
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・ＳＴＥＰ①では、既存の道路空間内での対応可能性にも着目しつつ整備形態を選定

していますが、完成までには時間を要することが想定されます。 

・この状況に対応するために、自転

車ネットワーク路線において、自

転車が通行可能な「普通自転車歩

道通行可」の道路標識を有する自

転車歩行者道を有し、且つ自転車

と歩行者を安全・快適に通行区分

できる自転車歩行者道幅員が連続

的に確保されている路線の場合は、

「自転車走行位置の明示」を優先

して行うこととします。 

 

 

・なお、歩行者の快適性・安全性にも配慮し、現状で幅員 4.0m 以上（歩行者 2.0m

＋自転車2.0mの確保可能）の自転車歩行者道を有する路線とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ただし、「原則として自転車は車道の左側通行」は満たしていないため、自転車ネ

ットワーク内では補完的な路線として位置付けます。将来的に歩行者・自転車需要

が増加し、安全性の問題等を確認した場合は、ガイドラインに示されている整備形

態の自転車道、自転車専用通行帯等の整備を検討します。  

【道路構造令第 10条の２第 2項、第 3項、第 4項】 

・歩行者の交通量が多い道路は４ｍ以上、その他の道路は３ｍ以上とする。 

・幅員は、その道路の自転車及び歩行者の交通の状況を考慮して定める。 

図 幅員の広い自転車歩行者道の事例 

図 道路構造令に示される自転車歩行者道の幅員 

STEP②：広幅員の自転車歩行者道を有する路線は、比較的早期整備が可能な
「自転車走行位置の明示」による自転車利用者の早期安全確保 

一般県道 名取停車場線（名取駅東側の道路） 

資料：国土交通省 HP（道路構造令・標識令：道路構造令の各規定の解説) 
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・ＳＴＥＰ①・②による対応が困難な路線

（既存道路空間内での自転車走行区間の

確保が困難な路線等）については、法定

外看板の設置、路上におけるマナー啓発

運動等によるソフト対策の実施を検討し

ます。 

・ただし、ＳＴＥＰ①・②に該当する路線

についても、「ソフト対策」の必要性が

高いと判断された場合には適宜検討を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 注意喚起イメージ【法定外看板】 

STEP③：ＳＴＥＰ①及び②による対応が困難な路線は「ソフト対策」を検討 

自
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（２）整備形態選定の手順 

各路線の整備形態の選定にあたっては、前述の考え方を踏まえるとともに、既存の道

路空間内での整備実現性等にも着目し、以下の手順で選定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自転車ネットワーク路線

自転車道

速度が40km/h以下
かつ4000台以下

自転車専用通行帯

既存道路空間で「自転車
道」整備は可能か？

車道混在

速度50km/h以上

既存道路空間で「自転車専
用通行帯」整備、安全性は
問題ないか？

既存道路空間での「車道混
在」整備、安全性は問題
ないか？

Yes

Yes No

No

Yes

No

Yes

Yes

No

ガイドライン『整備形態選定の考え方』
【P26参照】

自転車道 自転車専用通行帯 車道混在

構造的な分離 視覚的な分離 混在（走行位置表示）

ソフト対策の
検討・実施

自転車走行位置の明示

走行位置の表示（歩道）

No

STEP
③

Yes

NoNoNo

STEP
①

No

広幅員自転車歩行者道 （幅員4 .0m以上）を連続的に有する路線か？

STEP
②

図 自転車ネットワークの整備形態選定の手順 
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（３）自転車ネットワークの整備形態 

自転車ネットワークの整備形態としては、下図に示す通りです。今後、路線・区間ご

とに各道路管理者、交通管理者等の関係機関との協議・調整を行った上で事業実施とな

るため、本計画においては、現時点で想定する整備イメージを示すこととします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 自転車ネットワークの整備形態 

市道 川上田高線 

市道 大手町大通り線 

一般県道 名取停車場線 

市道 名取駅西線 

凡例

自転車道

自転車専用
通行帯

自転車走行
位置の明示

公共施設

商業施設

高等学校・大学

自転車関連施設
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表 代表箇所の整備形態イメージ（１） 

整備形態 理由及び整備イメージ 

自
転
車
走
行
位
置
の
明
示
（
一
般
県
道 

杉
ヶ
袋
増
田
線
） 

整備形態 

選定理由 

・一般県道杉ヶ袋増田線は、車道の規制速度が 50km/h であり「自転車専用通行

帯」による整備が望ましい路線です。 

・ただし、当該路線には全区間に渡り幅員 4.0m 以上の自転車歩行者道が確保さ

れており、自転車専用通行帯整備には多くの時間が必要であることを踏まえ、

「自転車走行位置の明示」による整備が適当であると考えられます。 

・なお、西側に隣接する市道大手町大通り線では、現在、路線の整備を進めてお

り、自転車歩行者道に「路面のカラー化・法定外表示の自転車ピクトグラム設

置」をすることにより、視覚的に自転車と歩行者の空間を分離することを予定し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整
備
イ
メ
ー
ジ
※ 

現 

状 

 

整
備
後 

 

 

 

  

〈 現況写真：名取市美田園（美田園駅付近） 〉 

 

※各路線の整備イメージは現時点で本市が想定したものです。今後、各路線・区間
ごとに詳細な検討を行い、関係機関等との協議などを経て整備形態が決定される
ため、最終的な整備形態と異なる可能性があります。また、事業期間についても予
算等を踏まえ見直す可能性もあります。 

車
道

車
道

路
側
帯

歩
道

中
央
分
離
帯

植
栽
帯

路
側
帯

植
栽
帯

自
転
車
走
行
位
置

歩
道

自
転
車
走
行
位
置

車
道

車
道

路
側
帯

歩
道

歩
道

中
央
分
離
帯

植
栽
帯

路
側
帯

植
栽
帯
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表 代表箇所の整備形態イメージ（２） 

整備形態 理由及び整備イメージ 

自
転
車
専
用
通
行
帯
（
一
般
県
道 

閖
上
港
線
） 

整備形態 

選定理由 

・一般県道閖上港線は、車道の規制速度が 50km/h であり、「自転車専用通行

帯」による整備が望ましい路線です。 

・また、閖上地区内の区間でも「自転車専用通行帯」の整備を予定しており、連続

性の観点からも、「自転車専用通行帯」での整備が適当であると考えられます。 

・ただし、自転車専用通行帯の幅員 1.5m 以上の確保が難しい部分については、

最低幅員 1.0m での対応等を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整
備
イ
メ
ー
ジ
※ 

現 

状 

 

整
備
後 

 

 

  
※各路線の整備イメージは現時点で本市が想定したものです。今後、各路線・区間
ごとに詳細な検討を行い、関係機関等との協議などを経て整備形態が決定される
ため、最終的な整備形態と異なる可能性があります。また、事業期間についても予
算等を踏まえ見直す可能性もあります。 

〈 現況写真：名取市下余田成田付近 〉 

車
道

路
側
帯

歩
道
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道

路
側
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帯
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4-3 自転車利用環境向上に向けた取り組み 

（１）安全な自転車利用のための意識づくり 

名取市内の高校に通学する高校生のうち、自転車安全利用五則を知らないという

高校生が約1割存在しています。 

自転車利用者の安全性を確保

するためには、自転車通行空間

を整備することも重要ですが、

自転車利用者自身の交通安全に

対する意識向上も重要となりま

す。 

また、自転車ネットワークの

整備には多大な時間も要するこ

とから、整備が行われるまでの

補完的な安全対策も重要となり

ます。 

このような状況を踏まえ、以下の取り組みを行うことで、安全な自転車利用のため

の意識向上を目指します。 

 

区分 施策 施策の概要 
実施時期 

短期 中長期 将来 

ソフト 

看板設置等によ

る安全対策 

 市内における自転車事故発生箇所、

自転車ルール違反（違法駐輪含む）

多発箇所における看板（自転車は左

側通行遵守、違法駐輪禁止等）の設

置による注意喚起を実施します。 

 中心市街地に見られる幅員が狭く、

自転車専用の通行空間整備が困難な

路線（特に旧４号など）について、

注意喚起の看板を設置するなどの安

全対策を実施します。 

 
  

各種交通イベン

ト開催等による

自転車利用ルー

ル・マナーの普

及・啓発 

 市内の小・中学校による交通安全教

室や街頭指導による啓発活動を行い

ます。 

 市内の自治会、老人クラブ等を通し

た高齢者への啓発や民間自転車等駐

車場、自転車店等との連携・協力に

よるルール・マナーの普及啓発活動

を行います。 

 
  

サイクルマップ

の作成 

 市外来訪者はもちろん市民の自転車

周遊の支援および安全な自転車利用

を周知するため自転車周遊マップを

作成・配布します。 

 
  

  

89.4%

91.3%

86.1%

94.0%

83.3%

5.8%

4.1%

8.8%

1.4%

12.1%

4.8%

4.6%

5.1%

4.6%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車は車道が原則、歩道は例外

車道は左側を通行

歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

安全ルールを守る

子どもはヘルメットを着用

知っている 知らない 不明・無回答

図『自転車利用安全五則』の認知状況【高校生】 

表 安全な自転車利用のための意識づくりに関する施策 

資料：高校生アンケート(n=669) 

※実施時期 短 期：平成 29 年度～33 年度 

中長期：平成 34 年度～38 年度 

将 来：平成 39 年度～ 
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参考：自転車安全利用五則 

自転車安全利用五則は、自転車に乗るときに守るべきルールのうち、特に重要なものを

取り上げていますが、自転車については、このほかにも様々な交通ルールがあります。 

ここでは、自転車に係る主な交通ルールについて、根拠規定やイラストとともに紹介し

ています。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．自転車は、車道が原則、歩道は例外 

道路交通法上、自転車は軽車両と位置
付けられています。したがって歩道と車道の区
別があるところは車道通行が原則です。 

２．車道は左側を通行 

自転車が車道を通行するときは、道路の
左端に寄って通行しなければなりません。 

３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 

歩道では、すぐに停止できる速度で、歩行
者の通行を妨げる場合は一時停止しなけれ

ばなりません。 

４．安全ルールを守る 

５．子どもはヘルメットを着用 

児童・幼児の保護責任者は、児童・幼児
に乗車用のヘルメットをかぶらせるようにしまし
ょう。 

資料：警察庁 HP 
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（２）復興による新たな生活圏に対応した自転車通行空間づくり 

自転車利用者の快適性・安全性向上に向けて、本計画で設定した「東日本大震災か

らの復興推進に資する自転車ネットワーク路線」における自転車通行空間の整備を実

施します。 

なお、前述したように、自転車ネットワークの整備には多大な時間を要することか

ら、整備が行われるまでの補完的な安全対策の検討も行います。 

 

 

 

区分 施策 施策の概要 
実施時期 

短期 中長期 将来 

ハード 

安全・快適な自

転車通行空間の

整備 

 復興推進に対応した自転車ネットワ

ーク路線を設定し、安全で快適な自

転車通行空間整備を実施します。 

   

 

 

 

  

表 復興による新たな生活圏に対応した自転車通行空間づくりに関する施策 

※実施時期 

短 期：平成 29 年度～33 年度 

中長期：平成 34 年度～38 年度 

将 来：平成 39 年度～ 
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（３）自転車の利用促進に向けた環境づくり 

名取市では、安全な自転車利用のための意識向上、安全で快適な自転車通行空間の整

備について優先的に取り組んでいきますが、あわせて市民をはじめ市外からの来訪者・

観光客にも自転車を利用していただくことで、東日本大震災からの復興のさらなる推進、

そして地域の活性化につながることを目指しています。 

このような状況を踏まえ、以下の取り組みを行うことで自転車利用の促進を目指しま

す。 

 

 

区分 施策 施策の概要 
実施時期 

短期 中長期 将来 

ソフト 

サイクリングコー

スの設定 

 市外からの来訪者はもちろん市民が

サイクリングを楽しむことができる

コースの設定を行い、公表します。 

 
  

既存自転車店等を

活用したサイクル

ステーション等の

整備 

 既存の自転車店等をサイクルステー

ションと位置付けて、簡単なメンテ

ナンスや休憩場所として利用可能な

施設に位置づけます。 

 
 

 

ハード 
レンタサイクルの

拡充 

 名取駅コミュニティプラザで実施中

のレンタサイクル事業の拡充と、新

たな拠点（仙台空港、サイクルスポ

ーツセンター等）の設置を進め、市

内外の利用者に対応します。 

   

ハード 

自転車ネットワ

ーク整備の拡大 

 本計画完了後は、整備された自転車

ネットワークを骨格とした、新たな

自転車ネットワークの拡大展開を検

討します。 

  
 

自転車等駐車場

の確保 

 自転車利用環境の向上に伴う、新た

な自転車需要に対応した自転車等駐

車場の確保を検討します。 

  
 

 

 

  

表 自転車の利用促進に向けた環境づくりに関する施策 

※実施時期 

短 期：平成 29 年度～33 年度 

中長期：平成 34 年度～38 年度 

将 来：平成 39 年度～ 
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参考１：名取市のレンタサイクル 

名取市では、名取駅コミュニティプラ

ザでレンタサイクルを実施しています。 

現在の自転車の貸出可能台数は 5 台と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考２：仙台コミュニティサイクル DATE BIKE 

仙台コミュニティサイクル DATE BIKE は、仙台市内に 30ヶ所以上設置され

ているサイクルポートであればどこでも自転車の貸し出し返却が行えるレンタサ

イクルです。 

事前登録が必要で、利用料金は、96 円（税抜）/1 時間からですが、月額料金

プランや 1 日パスなど多様な料金体系で電動アシスト付子供乗せ自転車等も利用

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：仙台市コミュニティサイクル DATE BIKE HP 

サイクルポート 電動アシスト付子供乗せ自転車 

資料：名取市 

レンタサイクル利用料金 

利用時間 料金 備　　考

４時間まで ２００円

８時間まで ３００円

１２時間まで ５００円

延長料金：１００円/1H
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５．今後の推進に向けて 

本計画は、国や県の道路管理者、警察等との連携・役割分担により推進していきます。 

 

また、学識経験者、警察、道路管理者、市民団体、PTA 等で組織する「（仮称）名取

市自転車利用環境整備推進委員会」が中心となり、一定期間ごとの進捗状況を把握し、

PDCA サイクルによって、計画内容の改善や施策の重点化を図りながら、継続的に計画

を推進していきます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Plan 

(計画) 

Do 

(実施) 

Check 

(検証・評価) 

Action 

(改善・見直し) 

既存資料、アンケート調査、ヒアリング調査、市民意見の募集 

名取市自転車利用環境整備計画のフォローアップ 

計画の改善・見直しに対する有識者及び市民意見の募集 

計画の見直し 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

名取市自転車利用環境整備計画の策定 

ハード施策（安全・快適な自転車通行空間の整備）の検討・実施 

ソフト施策（看板設置等による安全対策、サイクルマップ等）の検討・実施 
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資料編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

40 

１．名取市自転車利用環境整備計画策定経過 

年度 年月 市民参画の取り組み 
名取市自転車利用環境

整備計画策定委員会 
庁内の取り組み 

平成２８年度 

4 月   
 

5 月   
 

6 月    

7 月    

8 月 
  

 

9 月 
 

  

10 月    

11 月  第 1 回委員会 
総合交通体系調査検討委員会

（第 1 回） 

12 月    

1 月   
総合交通体系調査検討委員会

（第 2 回） 

2 月 パブリックコメント 第 2 回委員会  

3 月  第 3 回委員会 
総合交通体系調査検討委員会

（第 3 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

既存データ（名取
市の地域特性・名
取市における復興
への取り組み等）
の収集、自転車利
用ニーズ調査の企
画・立案 

自転車利用ニ
ーズ調査（ア
ン ケ ー ト 調
査・ヒアリン
グ調査） 

委員の選任 
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2．名取市自転車利用環境整備計画策定委員会の概要 

 

（１）設置目的 

本市の自転車利用環境に関する基本的かつ総合的な施策とする名取市自転車利用環境

整備計画を策定するため設置しました。 

 

 

（２）委員構成 

職名 所属団体等 氏名 

委員長 学校法人尚絅学院 尚絅学院大学（教授） 田島 裕之 

副委員長 名取市 総務部（総務部次長兼防災安全課長） 大久 初見 

委員 
国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 

（交通対策課長） 
松本 章 

委員 宮城県 土木部（道路課長） 後藤 寿信 

委員 岩沼警察署（交通課長） 緑 正義 

委員 宮城県サイクリング協会（副会長） 太田 廸夫 

委員 
名取市父母教師会連合会 

（増田中学校父母教師会会長） 
渡邊 恵介 

委員 名取市交通安全母の会（会長） 丹野 恵子 

委員 名取市 生活経済部（商工観光課長） 大久保 啓二 

委員 名取市 建設部（土木課長） 山田 隆 
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（３）委員会設置要綱 

 

名取市自転車利用環境整備計画策定委員会設置要綱 

 

平成２８年８月３１日 

名取市告示第１２４号 

（設置） 

第１条 本市の自転車利用環境に関する基本的かつ総合的な施策とする名取市自転車利

用環境整備計画を策定するため、名取市自転車利用環境整備計画策定委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１） 自転車利用環境整備計画の策定に関すること。 

（２） その他自転車利用環境整備計画の策定に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員１０人以内で組織し、次の各号に掲げる者のうちから市長が委

嘱又は任命する。 

（１） 学識経験者 

（２） 関係行政機関の職員 

（３） 市長が指名する市職員 

（４） その他市長が必要と認める者 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、自転車利用環境整備計画の策定が完了するまでとする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求めて意見若

しくは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、総務部政策企画課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この告示は、告示の日から施行する。  
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（４）委員会経過 

回次 開催日 協議内容 

第１回 平成 28 年 11 月 10 日 

・委嘱状交付 

・委員長、副委員長選出 

・名取市の自転車利用環境の現状と課題、名取

市自転車利用環境整備計画（素案）について 

第２回 平成 29 年 2 月 1 日 
・名取市自転車利用環境整備計画（中間案）に

ついて 

第３回 平成 29 年 3 月 15 日 

・名取市自転車利用環境整備計画（最終案）に

ついて 

・名取市自転車利用環境整備計画への意見書に

ついて 

 

 

（５）委員会意見書 
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３．自転車利用ニーズ調査の概要 

自転車利用者ニーズの把握を目的とし実施した各調査の概要及び結果については以下

に示す通りです。 

 

３-1 調査の概要 

調査名 調査概要 

高校生 

アンケート 

調査対象 

・自転車を利用する機会が多い高校生のニーズ把握

を目的に「名取北高等学校、宮城県農業高等学

校、仙台高等専門学校」の生徒を対象に実施 

調査時期 ・平成 28 年 9 月中旬から 10 月上旬にかけて実施 

調査方法 ・各学校にてアンケートの配布、回収を実施 

回収状況 ・アンケート回収票数は合計 669 票 

施設利用者 

ヒアリング 

調査対象 

・日頃から自転車を利用する市民のニーズ把握を目

的に「名取駅、杜せきのした駅、美田園駅、イオ

ンモール名取、ヨークタウン名取西店」の自転車

利用者を対象に実施 

調査時期 ・平成 28 年 9 月下旬から 10 月上旬にかけて実施 

調査方法 
・各施設において調査員が自転車利用者へ聞き取り

を行い、ヒアリング調査票に記入する方法で実施 

回収状況 ・ヒアリング回収票数は合計 402 票 

閖上地区居住者 

アンケート 

調査対象 

・閖上地区で新たな生活を始めた市民の方のニーズ

把握を目的に実施 

・ただし、対象世帯（24 世帯）が限られることか

ら現居住者の声を参考として把握 

調査時期 ・平成 28 年 9 月下旬から 10 月上旬にかけて実施 

調査方法 
・調査員が対象世帯を訪問配布し、後日訪問回収す

る方法で実施 

回収状況 ・アンケート回収票数は 10 票 
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３-２ 調査結果の概要（高校生・施設利用者） 

（１）高校生アンケート回答結果 

主な質問の回答結果は、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 交通ルールの認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 安全で快適な自転車利用環境づくりを進めていく上で重要な視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車利用の促進を進めていく上で有効な視点  

89.4%

91.3%

86.1%

94.0%

83.3%

5.8%

4.1%

8.8%

1.4%

12.1%

4.8%

4.6%

5.1%

4.6%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車は車道が原則、歩道は例外

車道は左側を通行

歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

安全ルールを守る

子どもはヘルメットを着用

知っている 知らない 不明・無回答 n=669

27.4%

6.7%

44.5%

18.5%

24.5%

43.8%

1.8%

10.0%

0% 20% 40% 60%

駅、空港等の拠点でのレンタサイクル拡充

サイクリング大会等のサイクルイベントの実施

修理、充電、休憩等が可能なサイクルステーションの確保

自転車走りやすさマップ、観光サイクルマップ等のマップ作成

自転車購入補助制度の導入

公共施設・商業施設などにおける駐輪場の整備・拡充

その他

不明・無回答
n=669

79.8%

42.0%

38.4%

16.4%

1.3%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全で走りやすい自転車走行空間の確保

自転車のルール・マナーの周知

自転車を駐輪する場所の確保

鉄道、バス等の公共交通との連携

その他

不明・無回答 n=669
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（２）施設利用者ヒアリング回答結果 

主な質問の回答結果は、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車の利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 安全で快適な自転車利用環境づくりを進めていく上で重要な視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自転車利用の促進を進めていく上で有効な視点  

17.7%

5.5%

29.4%

19.7%

32.3%

30.3%

3.7%

6.7%

0% 20% 40%

駅、空港等の拠点でのレンタサイクル拡充

サイクリング大会等のサイクルイベントの実施

修理、充電、休憩等が可能なサイクルステーションの確保

自転車走りやすさマップ、観光サイクルマップ等のマップ作成

自転車購入補助制度の導入

公共施設・商業施設などにおける駐輪場の整備・拡充

その他

不明・無回答
n=402

57.7%

43.5%

28.6%

5.0%

1.5%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80%

安全で走りやすい自転車走行空間の確保

自転車のルール・マナーの周知

自転車を駐輪する場所の確保

鉄道、バス等の公共交通との連携

その他

不明・無回答 n=402

23.1%

38.1%

64.4%

10.9%

6.5%

4.0%

1.7%

3.2%

0.7%

8.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

通勤

通学

買物

お茶・食事、習い事、集会等の用事

通院・お見舞い

スポーツ・健康づくり（大会参加等）

自転車に乗ること自体

仕事

送迎

その他

不明・無回答
n=402
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４．安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン 

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」は、各地域において、道路管理者

や都道府県警察が自転車ネットワーク計画の作成やその整備、通行ルールの徹底等を進

められるよう、国土交通省道路局と警察庁交通局が、国土交通省国土技術政策総合研究

所の調査・研究の成果等も踏まえ、ガイドラインとしてとりまとめられたものです。 

ガイドラインの構成概要は次頁に示すとおりです。 

本計画の策定においても、ガイドラインを踏まえた検討を行っています。 

 

 

◆「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」の構成（本論部分） 

ガイドライン項目 掲 載 内 容 

Ⅰ 
自転車ネットワーク形

成の進め方 

・自転車ネットワーク計画の作成手順を示すとともに、

各段階における技術検討項目及びコミュニケーショ

ン・合意形成項目の基本的な考え方を示しています。 

Ⅱ 自転車通行空間の設計 

・自転車ネットワーク路線に選定された路線における安

全で快適な自転車通行空間の設計に関する基本的な考

え方を示しています。 

Ⅲ 利用ルールの徹底 

・自転車が安全で快適に通行できる利用環境を創出する

ためには、自転車通行空間の整備と併せて、自転車利

用者のみならず、歩行者、自動車など全ての道路利用

者に自転車は車両であるという意識を徹底するととも

に、自転車の通行ルール、駐輪ルール、自動車の駐車

ルール等、利用ルールの徹底を図る必要があります。 

・利用ルールの周知、ルールの遵守に関するインセンテ

ィブの付与、交通違反に対する指導取締りの 3 つの観

点から取組むべき内容を示しています。 

Ⅳ 
自転車利用の総合的な

取組 

・安全で快適な自転車の利用環境を創出するためのソフ

ト対策として、利用ルールの徹底に加え、自転車利用

の総合的な取組を行う必要があることから、自転車通

行空間の効果的利用への取組と、自転車の利用促進に

向けた取組の２つの観点を示しています。 
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